日中異文化理解教育の試み by 保坂 律子
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要旨
笔者自平成16年度起开始担任本校的“接触异国文化”这一课程，到本年度已经是第13年了。“接
触异国文化”是本校为了让学生能够理解异国文化而开设的课程。
本文回顾了到目前为止在“接触异国文化”授课中所涉及到的中日不同文化，并指出了此课程今
后的方针与课题。
０．はじめに
　筆者は本学で平成16年度から「異文化との出
会い（中国）」の授業を担当し、本年度で13年
目を迎えた。「異文化との出会い」は本学で行
われている異文化理解のための授業科目で、現
在は中国のほかイギリス、フランス、スペイン、
ドイツ等の国々を対象とした講義科目１）がある。
本稿はこれまで「異文化との出会い（中国）」
で行ってきた日中異文化理解教育の取り組みを
振り返り、今後の授業の方向性と課題について
述べるものである。
１．「異文化との出会い（中国）Ⅰ・Ⅱ」から「異
文化との出会い（中国）」
　「異文化との出会い（中国）」は担当開始の平
成16年度から平成17年度までの２年間は前期
「異文化とのⅠ」、後期「異文化との出会いⅡ」
として開講された。その後、平成18年度（2006
年）からはカリキュラム変更によって他の「異
文化との出会い」シリーズも同様に半期２単位
の講義科目となった。
１．1　試行錯誤期のテーマ選定　異文化との
出会い（中国）Ⅰ・Ⅱ
　平成16年度は開講の際、授業で取り上げる
テーマ選定にあたって「異文化との出会い」で
あることを強く意識した。単なる「異なる文化
の紹介」ではなく、履修学生が「異文化と出会
う」、自分自身の持つ文化と異なる文化に面と
向き合い、彼我の差に気づく、そんな授業を目
指して以下のようなテーマを選んだ。
平成16年度　前期
０．オリエンテーション
１．多民族国家
２．風土と地理、南舟北馬
３．国歌シンボル　天安門広場　　竜
４．受験戦争と教育制度
５．祝祭日と年中行事　冠婚葬祭
６．北と南・北京と上海
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７．中国人の一生
８．タブー・縁起物
９．色と色彩
10．数の話・偶数と奇数
平成16年度　後期
０．オリエンテーション
１．日中同形語
２．外来語とブランド表記
３．アルファベットと IT 関連用語
４．中国人名・外国人名と外国地名
５．子供の遊び、中国のアニメと漫画
６．京劇と現代音楽
７．食文化－“家常菜”とファストフード
８．お茶とお酒
９．中国映画
10.　住居と生活
　平成16年度に取り上げたテーマは、日本で紹
介される機会が少なく観光旅行では気づきにく
いもの、かつ「日本人学生がきっと興味を持つ」
と筆者が考えたものを選んだ。
　平成16年度の講義開始時点では履修者が200
名近くおり、授業中に出席を取るのが難しかっ
た。そのため、出席確認の目的も兼ねて授業開
始時に B ６の用紙を配って授業の感想や質問
などを自由に記してもらい、毎回授業後に提出
してもらった。本来は出席確認を目的としてい
たが、実施してみると予想に反して学生からの
素朴な質問やするどい意見、有益な感想も多く
書かれていた。もちろん少々の苦言もあった。
大教室のため授業中は質問しづらかったのか、
恥ずかしかったのか分らないが、この感想票に
記されたコメントのおかげで各回のテーマが学
生の心に響いたか、興味を引いたか、関心のあ
るものだったか、発展的内容を望んでいるのか、
あるいは説明不足はどこだったのかを把握する
ことができ、以後の授業準備に資すること大で
あった。この感想票は現在に至るまでずっと継
続している２）。
１．2　開講第２年目　テーマの修正
　開講第２年目、平成17年度の授業では、前年
度の反省と学生の感想票に記載された内容も参
考にテーマのいくつかを修正した。
平成17年前期
　平成16年度の第３回目に１回の授業で扱った
「２．風土と地理・南舟北馬」のうち、「南舟北
馬」部分を「中国交通事情」の章に独立させ、
平成17年度前期のテーマでは２回に分け「３．
風土と地理」、「４．中国交通事情―自転車から
車社会へ」とした。平成16年度は、日本の国土
の26倍ほどもある中国の風土と地理を取り上げ
ることを通じ、“南舟北馬”の熟語で「中国南
方は水路が多いので舟で移動し北方は山が多く
馬で移動する」という中国の地形の特徴を紹介
しようと考えていたが、舟や馬での移動やあち
こち旅行する意味での“南舟北馬”は学生には
ぴんと来なかったようであった。むしろ学生は、
「自転車王国」の印象から移動は自転車頼みだ
と思い込んでいた中国が、実は予想外に車が普
及し急激な車社会に変化していることに強い関
心を示したため、現代中国の交通事情の紹介が
有益だと判断した。特に学生は、日本では見慣
れない北京の２両連結バスや女性運転手、２人
いる車掌や乗降方法の違い、路線の表示方法な
どに興味を持ち、日本には無い国際列車などの
交通手段に強い関心を示すことが分ったからで
ある。
　同様に平成16年度第５回の「5. 祝祭日と年中
行事－冠婚葬祭」も平成17年度は２回に分け
「７．祝祭日と年中行事」、「８．冠婚葬祭　中
国人の一生」とした。中国の祝祭日は旧暦と新
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暦で祝うものがあり、特に旧暦で祝う祝祭日は
春節をはじめ、古くからの伝統的な行事や、農
業人口の多い農作業と関わりが深いものが多く、
日本にも伝わっているが解釈が異なるものなど、
興味をそそる内容が多かったからである。また
冠婚葬祭では、特に中国の結婚と葬儀について
質問と感想が集中した。結婚については、建国
前の「家の存続」繁栄を第一とし、本人の意思
を無視した売買婚、建国後の民生局で結婚の登
記をして「結婚証」をもらう制度、80年代ころ
までの簡素な結婚式、それ以降の経済力に応じ
て変化しつつある結婚式などが日本の結婚式と
比べて関心の的となった。また、葬儀について
も80年代までの簡素な葬儀と納骨堂、また少数
民族の鳥葬、土葬など日本にはない風習も関心
を集めた。
　平成17年度前期に新たに加えたテーマは、「12．
華僑と華人―中国人のアイデンティティ」と
「13．中国化粧品事情」である。「中国人のアイ
デンティティ」は初年度の授業を通じて、「米
国生まれで米国育ち、英語しか話せずしかもア
メリカ国籍」であっても見かけが中国人だと思
えれば日本人学生は「中国人」とみなすことに
気づいたからである。そのため日本人にはなじ
みのない少ない「アイデンティティ」について
考えてもらうことを意図し、中国籍を保持した
まま移住先にいる漢民族の華僑と、移住先の例
えばアメリカ国籍を取得しているアメリカ人で
ある華人を映像資料も使用し取り上げた。また、
「13．中国化粧品事情」は学生に関心の高い化
粧品を取り上げながら、中国に進出している化
粧品のイメージ戦略を紹介しつつ、日本と異な
り平仮名やカタカナのない字のみ言語圏の中国
でのブランドの表記法について考えてもらうも
のであった。
　新たに加えたテーマがある一方、平成17年度
前期に削ったテーマがある。平成16年度前期の
「6. 北と南―北京と上海」である。初年度は広
い中国を南北に分ける際のいくつかの基準、ま
た政治の中心の北京、経済の中心の上海を対比
させ、文化的な違いを考えさせること目指した
が、政治や経済については使用する資料なども
含め授業で扱うことが難しく、「風土と地理」
の中で簡潔に扱うことがよいと判断したからで
ある。
平成17年　前期
１．オリエンテーション
２．国家シンボル
３．風土と地理
４．中国交通事情－自転車から車社会へ
５．多民族国家
６．中国の教育－受験戦争と教育
７．祝祭日と年中行事
８．冠婚葬祭－中国人の一生
９．タブー・縁起物
10．色のイメージ
11．中国語の中の数
12．華僑と華人－中国人のアイデンティティ
13．中国化粧品事情
平成17年度　後期
　平成17年度後期のテーマでは平成16年度後期
の「２．外来語とブランド表記」、「３．アルファ
ベットと IT 関連用語」、「４．中国人名、外国
人名と外国地名」の３回分の内容をまとめ「２．
外来語とブランド表記」の１つにして扱った。
平成16年度は、日本と中国を同じ漢字文化圏と
みるのではなく「漢字のほか平仮名、カタカナ
を持つ文化」と「漢字のみ文化」を３回に分け
多方面から扱ったが、学生からは「くどい」、「似
たような内容」との辛口のコメントが多く、１
回にまとめた。代わりに「３．日中同形語」を
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加え、身近にある日中同形語で同義の言葉、意
味の異なる言葉とその背景にある表現形式と文
化について取り上げた。
　このように言語表現に関するテーマを扱う回
数を全体として減らす一方で、平成16年度では
１回で扱っていた「10．住居と生活」の内容を
「２．消え行くニーハオ・トイレ―北京トイレ
事情」と「５．消え行く古きよき北京」の２つ
に分け、映像資料、筆者の撮影による写真資料
等も加えて大幅に内容を増やして扱った。その
理由は平成16年度に、中国各地の住居と生活様
式を紹介した際、学生から中国のトイレ事情、
ドアが無く隣の人と挨拶ができてしまう、いわ
ゆるニーハオ・トイレに関する質問や意見が非
常に多く出されたことにある。そのため、中国
のトイレは何故そのような形態なのか、住民や
地域、社会はどのような問題を抱え、その改善
にどのように取り組んでいるのかなどトイレ事
情を北京の社会背景と一緒に紹介する必要を痛
感した。もちろん日常生活においてトイレは無
くてはならない大切な場所であるが、トイレを
テーマとして取り上げるにあたり、徒に好奇心
を煽ったり、興味本位の内容に偏ったりするこ
とのないよう、また資料ではプライバシーにつ
いても十分に配慮した。
　ところでトイレを扱うには、当該トイレのあ
る街並みにも触れなければならない。北京の大
通りから入った、その数数千ともいわれる“胡
同”とよばれる横町あるいは路地と“四合院”
という伝統住宅が続く街並みが改革開放政策と
近代化政策によって取り壊わされつつあること
も、トイレ事情と住宅事情に大きく影響を与え
ている。そこで、新たに設けた「５．消え行く
古きよき北京」では古きよき街並や伝統住宅に
ついて、保存か開発かをめぐる問題についても
絡めながら、日本の場合と比較しながら取り上
げた。
　さらに、学生から希望の多かった中国映画と
ポップカルチャーのうち、中国でカバーされて
いる日本の歌曲を取り上げる回「12．中国語カ
バーの日本の歌曲」を設けた。「食」文化につ
いては、前年度「食文化－“家常菜”とファス
トフード」というタイトルで、中国の家庭料理
と近代化とともに中国に急増しているファスト
フードを取り上げたものを「８．北京の食べ物」
に変更し、北京で味わえる豪華な伝統的宮廷料
理から北京ダック、家庭料理、“小吃”と呼ば
れる小腹を満たす食べ物、街角の屋台料理、そ
してファストフードや冷凍食品まで、生活様式
の変化とともに変わる食文化までを扱う内容へ
グレードアップした。これには長年撮りためて
いる写真から資料を準備した。
平成17年度　後期
１．オリエンテーション
２．消え行くニーハオ・トイレ―北京トイレ事
情
３．日中同形語
４．中国茶の世界
５．消え行く古きよき北京
６・７．中国映画の世界
８．北京の食べ物
９．伝統文化―京劇
10．子供の遊びと日本のアニメ
11．アニメの世界
13．中国語カバーの日本の歌曲
２．「異文化との出会い（中国）」－テーマの絞
り込み
　平成16年度、 平成17年度には前期・後期にわ
たる１年間のカリキュラムだった「異文化との
出会い」シリーズは、平成18年度には半期のカ
リキュラムに移行した。それに伴ってそれまで
―　　―101
前期・後期の通年で取り上げていたテーマ数を
半分にする必要が生じた。半分に絞るにあたっ
ては、２年間の授業で提出された履修学生から
の感想表（コメント）を参考に、学生の関心が
高く、反応が好く、興味を引く以下のようなテー
マ、そしてタイムリーな話題が盛り込めるもの
を選定した。
　この半期のカリキュラムへの移行をきっかけ
に、それまでのパワーポイントと配布資料を併
用する授業から、自前教科書『異文化との出会
い（中国）』（駒沢女子大学教科書シリーズ45）
を作成し、教科書とパワーポイント使用に変更
した。それまで授業中に配布していた資料と
データ部分は基本的に教科書にまとめ、教科書
に載せる写真や図表は２年の改訂ごとに最新資
料に差し替え、新情報を追加していった。授業
で使用するパワーポイント資料には現地で撮影
した写真を使用しこちらは毎年更新した。
　このように自前教科書『異文化との出会い（中
国）』は2006年に初版、２年ごとに改訂し2014
年に第５版まで、2016年には2015年度の国際文
化学科の新カリキュラムに対応した『中国文化
紀行 / 異文化との出会い（中国）』初版を作成
した。
２．1　平成18年度『異文化との出会い（中国）』
初版
　開講３年目に作成した自前教科書『異文化と
の出会い（中国）』初版では、第１章から第13
章まで以下の13のテーマを扱った。初回の授業
では履修を決めていない学生もいるため教科書
は使用せず、全授業で扱う内容紹介のダイジェ
スト版パワーポイント「０．オリエンテーショ
ン」を使用している。
『異文化との出会い（中国）』初版
　１．中国のシンボル
　２．風土と地理
　３．中国交通事情
　４．中国の教育
　５．冠婚葬祭
　６．縁起
　７．外来語とブランド
　８．子どもの遊びとアニメ
　９．中国語と数
　10．京劇
　11．消え行く古きよき北京
　12．北京のたべもの
　13．北京トイレ事情
２．２　『異文化との出会い（中国）』第２版
　初版の自前教科書を使用し授業を行った２年
間も、それまでと同様に引き続き出席確認を兼
ねた感想票を提出してもらった。その結果を平
成20年度の改訂第２版作成時には反映させて以
下に記した章立とした。
『異文化との出会い（中国）』第２版
　１．国家のシンボル（中国のシンボル）
　２．風土と地理
　３．多民族国家（中国交通事情）
　４．中国の足（中国の教育）
　５．教育制度と学生生活（冠婚葬祭）
　６．色のイメージ（縁起）
　７．外来語とブランド
　８．人気のアニメと子どもの遊び（子どもの
遊びとアニメ）
　９．北京でオリンピック（中国語と数）
　10．京劇
　11．消え行く古きよき北京
　12．伝統の味とファストフード（北京のた
べもの）
　13．北京トイレ事情
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　ゴシック体で記した章は初版とテーマが異な
る部分であるが、しかしゴシックの章すべてが
新しく取り上げたテーマというわけではない。
新しく加えたテーマは、第３章「多民族国家」、
第６章「色のイメージ」、第９章「北京でオリ
ンピック」の３つである。第３章「多民族国家」
を加えたのは、通年授業だった際に「中国人の
アイデンティティ」を取り上げた時にも、また
第２章「風土と地理」で民族自治区を取り上げ
た時も、日本人学生は「民族」についてほぼ知
識も関心もなく、また自分が何民族か考えたが
ことないことを知ったからである。当時、学内
中国人留学生には漢民族以外の学生がいたこと
もあり、異文化理解には「民族」の理解も欠か
せないと感じたこともある。第６章「色のイメー
ジ」は初版の第５章「冠婚葬祭」、第６章「縁起」
をやめ、日本と中国で異なる色のイメージを取
り上げたものである。また、2008年は北京でオ
リンピックが開催された年である。オリンピッ
ク開催による社会や町の変化、外国人の受容、
異文化理解への取り組みなどを扱う好機と捉え、
第９章「北京でオリンピック」の章を設けた。
　第１章、第８章、第12章は初版の内容を方向
修正し、テーマをはっきりとさせたものである。
第１章の「国家のシンボル」は初版では「中国
のシンボル」として、主として中国を中心に国
旗、国歌、国徽や中国の象徴的なモチーフや事
象などを扱ってきたものを、日本や韓国、アメ
リカ、イギリスなど、学生になじみのある国々
も取り上げて比較しながら授業を展開するよう
にした。その結果「異文化との出会い」効果が
増したことが、授業後の感想票からも見て取れ
た。第８章の「人気のアニメと子どもの遊び」
は初版の「子どもの遊びとアニメ」では、実際
に授業を展開してみるとテーマが広すぎ絞り込
めなかったため、「人気の」を加え限定するこ
とで、中国でも人気の日本のアニメやゲーム、
ポップカルチャーの受容などを紹介しやすく修
正した。第12章は初版の「北京の食べもの」か
ら「伝統の味とファストフード」と変えること
で、日本で供される中国料理や中国にも進出し
ているファストフード、中国国内でも進む食の
多様化なども扱う内容にした。
３．異文化環境の変化とテーマ
３．1　教科書改訂のポイント
　平成20年度に第２版への改訂後も、来日留学
生や訪日観光客の増加などの周囲に外国人が増
加する異文化環境の変化に合わせて、自前教科
書『異文化との出会い（中国）』の改訂を２年
毎に行った。その都度、授業の感想票をもとに
講義内容の振り返りを行い、試行錯誤を繰り返
しながら新しいトピックスを加えデータや資料
を集め都度できる限りの工夫を加えてきた。
　第３版から第５版までの各版および「異文化
との出会い（中国）・中国異文化紀行」で扱う
テーマは全体としては大きく変えていないが、
改訂の際のポイントは各章のテーマで扱う内容
は環境の変化に合わせたことである。たとえば
「北京でオリンピック」は2012年の上海オリン
ピック開催を踏まえて、第３版では「北京オリ
ンピックと上海万博」とし、第４版、第５版で
は、オリンピックや万博前後の社会や人々に与
える影響や変化を扱い、1964年の東京オリン
ピック、1970年の大阪万博も紹介した。また第
５版からは2020年に開催される東京オリンピッ
クを視野に入れタイトルも「オリンピックと万
国博覧会」としている。
―　　―103
３．２　街中の“多文化”化
　異文化と出会う場として、特に中国と日本に
関して触れておきたいのは、日本国内での「出
会い」の増加である。たとえば、平成７年に筆
者が首都圏８大学の第２外国語中国語履修学生
411名を対象に行ったアンケート３）で「中国語
学習の目標レベル」の第１位は「中国旅行で使
える」レベルで全体の31パーセントを占めてお
り、平成15年に本学の中国語履修学生200名に
行った調査４）でも、「中国語学習の目標レベル」
の第１位は「中国旅行で使える」レベルで全体
の半数を占めていた。いずれも中国旅行で使え
る、すなわち「中国で」中国人と接することが
想定されていた。しかし21世紀に入って、私達
の身近なところで外国人、中でもアジアから来
日する人々、特に中国人に接する機会は急激に
増えている。現在では街を歩けば中国人に出会
うことも当たり前になり、ターミナル駅や空港、
ホテルだけでなく、役所をはじめとする公共機
関やデパート、スーパー、量販店からコンビニ、
ちょっとしたレストランなどでも中国語に接す
る機会が増え、街中の多言語化も進んでいる。
また、中国からの来日留学生も平成に入ってか
ら急増し現在は10万人近くで推移しており、２
位以下を大きく引き離している。
初版（2006） 第2版'(2008) 第3版(2010) 第4版(2012) 第5版(2014) 異文化紀行(2016)
1 中国のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル
2 風土と地理 風土と地理 風土と地理 風土と地理 風土と地理 風土と地理
3 中国交通事情 多民族国家 多民族国家 多民族国家 多民族国家 多民族国家
4 中国の教育 中国の足 中国の足 中国の足 中国の足 中国の足
5 冠婚葬祭 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活
6 縁起 色のイメージ 色のイメージ 色のイメージ 色のイメージ 色のイメージ
7 外来語とブランド 外来語とブランド 外来語とブランド 外来語とブランド 外来語とブランド 外来語とブランド
8
子どもの遊びと
アニメ
人気のアニメと子ど
もの遊び
人気の本、アニメと
子どもの遊び
人気の本、アニメと
子どもの遊び
人気の本、アニメと懐
かしい子どもの遊び
人気の本、アニメと懐か
しい子どもの遊び
9 中国語と数 北京でオリンピック 北京オリンピックと上海万博 北京オリンピックと上海万博 北京オリンピックと上海万博 オリンピックと万国博覧会
10 京劇 京劇 京劇 京劇 京劇 京劇
11 消え行く古きよき北京消え行く古きよき北京消え行く古きよき街並み消え行く古きよき街並み消え行く古きよき街並み 消え行く古きよき街並み
12 北京のたべもの 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード
13 北京トイレ事情 北京トイレ事情 北京トイレ事情 北京トイレ事情 中国トイレ事情 中国トイレ事情
【『異文化との出会い（中国）』各版の章立て】
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３．３　日本国内での日中異文化交流
　ここで、特に注目すべきは私たち日本人の日
中異文化の出会い、中国語や中国人との出会い、
そして交流の場の多くが、年を追うごとに日本
国内にシフトしてきていることである。筆者が
平成７年３）、平成15年に行った調査4）ではいず
れも中国語を使用する場として「旅行先の中国」
がまず一番に想定されていた。しかしここ数年、
本学の「異文化との出会い」の初回オリエンテー
ションで提出される感想票や、中国語履修学生
の初回アンケートでは、ほとんどの学生が履修
の動機や目的を、日本国内で具体的に中国人や
中国語と接する場面をあげている。記載例を少
し紹介すると「アルバイト先に中国人がいるの
で仲良くなりたい」、「バイト先のドラッグスト
アに中国人のお客さんが来て、中国語で答えた
ら通じて嬉しかった」、「中国人小学生のチュー
ターをしているからもっと中国を知りたい」、
「中国人に英語で道を聞かれたけど、中国語で
答えたい」とか、「中国人留学生と日本語で話
してしまうが、中国語で話したい」、「駅の表示
や放送の中国語が分かるとかっこいい」などで
あり、かつては多くみられた「親の勧め」で中
国語を学ぶ学生はほとんど見られない状況に様
変わりしている。
４．異文化教育の方向性と課題
　これまで記してきたように、平成16年度に筆
者が「異文化との出会い（中国）」の開講以来
授業にあたっては、異なる国の文化の紹介、つ
まり中国文化の紹介にとどまることなく学生が
日本と中国の両国文化に向き合い、両者に通じ
るものと差異とに気づき、両国文化への関心と
理解を深め、友好的関係を構築するよう導くこ
とを常に心がけてきた。
　実は「異文化との出会い（中国）」開講当時、
現在と比べ本学の中国人留学生は多かったが、
この授業を履修する留学生はいなかった。その
理由はおそらく「自国である中国のことは知っ
ているから」だったのだろうと推測する。とこ
ろが、本学中国人留学生は以前より少なくなっ
たにもかかわらず、ここ数年は毎年数名の留学
生が履修してくれている。彼女たちの履修の
きっかけは、最初は「たまたま時間割が合った
から」だったようだが、受講を始めると思いの
ほか熱心に参加している。そして、皆自分の出
身地以外の広い中国の風土と地理や、領土とい
うものに対する理解も、漢民族のほかの55民族
についても、初めて知ることが多くてびっくり
したと記している。またオリンピックや万博に
ついても開催地の決定から、歴代のエンブレム
やスローガン、トーチやロゴ、さらに競技種目
の訳語など「初めて知った」とコメントを書い
てくれた。また筆者撮影の写真資料について、
例えば遊びに関しては「懐かしくて涙がでた」
とか、日本人学生が「何これ？」という食べ物
に関しても「マジやばい。先生の写真が美味し
そうで、すごく食べたくなった」などのコメン
トが寄せられたことがある。また、偶然にもた
またま私が紹介した北京の街並みが、北京出身
の学生の実家近くであった時には、驚きととも
に「嬉しく思った」と記さていた。
　毎回の授業では、まず初めに前回の授業で提
出された感想票に書かれた質問に答え、合わせ
ていくつかのコメントや意見を紹介している。
その際に、留学生からのコメントは大いに役に
立っている。教育制度についての思い出として、
自分の小中学校のころを振り返り「ずっと勉強
ばかりさせられていた」、「中国は日本より本当
に宿題が多かった」と述懐されていた。「中国
は本当に宿題が多かった」、「小学校にも寄宿し
て勉強している生徒がいる」のコメントを紹介
した時は、日本人学生はわが身を振り返り比べ
て「中国では小学生からみんなそんなに勉強し
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ているのか」と少し反省もし、大学受験の過酷
さには「日本に生まれてよかった」などの感想
が聞かれ、日本人学生にとっても留学生にとっ
てもお互いの生の声が授業に活気とプラス効果
をもたらしたと思う。
　これまでの授業を通じ、今後の異文化理解教
育の方向性について思いをはせる時、日本人に
とって「日本と異なると感じる中国の文化」、
中国人にとって「中国と異なると感じる日本の
文化」の事例を互いに伝え合うことが相互の深
い理解のために不可欠だと痛感する。授業では
学生に対し日本と異なる「中国文化」を紹介す
るだけでは知識としての理解にとどまってしま
う。授業で異文化として紹介される文化を自文
化として持つ中国人、日本文化を異文化として
理解する中国人が互いの文化のぶつかり合いと
受容を知る場が大切だ。中国人が不思議だと
思っている経験が、日本人は全く疑問に感じな
いことがあることを知っておくだけでも相互の
理解は深まるだろう。一例をあげると、ある留
学生に「日本人と話していて、一番困ることは
何ですか？」と尋ねたことがある。その答えは、
日本の友人を何かに誘って「行けたら行く」と
返事をされることが多くて困る、であった。当
該学生にしてみたら「行けたら行く」では質問
の答えになっていない。なぜなら「行けたら行
く」は当たり前で、「行けたら行かない」は文
としてあり得ない。結局のところ、行くのか行
かないのか理解できないという。さらに周囲の
日本人同士は「行けたら行くね」、「オッケー、
分かった」と互いに通じているので、自分は寂
しくなるという。日本人は「行けたら行く」は
言外に「たぶん行かれない」という意味だとわ
かるが、外国語として日本語を考えると決して
問いの答えにはなり得ない。
５．結び
　平成27年度の出身国別来日留学生数を見ると、
第１位の中国は10年前と依然変わらないが、中
国に次ぐ第２位はベトナム38,882名である。10
年前の平成17年にはベトナムからの来日留学生
数は中国、韓国、台湾、マレーシアに次ぐ第５
位、その数わずか1,745人であるから、この10
年間で22倍以上に激増していることがわかる。
この勢いが今後も続くかどうか気になるところ
である。今後10年間に来日留学生の出身国や地
域、そして留学生の数も変化していくことだろ
う。現在留学生数第１位の中国もあるいは他の
国や地域に取って代わられるかもしれないし、
第２位を大きく引き離していくかもしれない。
しかし、いずれの場合でも異文化理解の教育に
は「日本人の当然」は外国人には「不思議」な
文化の可能性が十分ある。同時に「日本人にとっ
て不思議」なことが他の国や地域では「当然」
な文化の可能性があることを前提に、互いを見
せ合い、出し合い、聞き合い、話し合う、良好
な関係の構築が重要であることは間違いないで
あろう。
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